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(57)【要約】
【課題】アナログの映像または音声信号を生成するもの
であって、当該信号等へのノイズ混入を極力抑えること
が可能となる受信装置を提供する。
【解決手段】高周波信号を受信して中間周波数の信号に
変換するチューナ回路部と、中間周波数の信号から圧縮
されたデジタルの映像または音声信号を抽出するデジタ
ル復調回路部と、圧縮された信号に対し圧縮を解除する
デジタル回路部と、圧縮解除された信号をアナログの映
像または音声信号に変換する映像音声出力回路と、アナ
ログ信号を高周波信号に変換するＲＦモジュレータ部と
、を備え、チューナ回路部とＲＦモジュレータ部が第１
基板上に備えられ、デジタル復調回路部、デジタル回路
部、および映像音声出力回路は第２基板上に備えられ、
第２基板の内層には、映像音声出力回路からＲＦモジュ
レータ部に向かってアナログの映像または音声信号を伝
送する伝送路が配置された受信装置とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮されたデジタルの映像または音声信号が変調されてなる高周波信号を放送する放送
局から、該高周波信号を受信し、所定の周波数で検波して中間周波数の信号に変換するチ
ューナ回路部と、
　前記中間周波数の信号から、前記圧縮されたデジタルの映像または音声信号を抽出する
デジタル復調回路部と、
　該圧縮されたデジタルの映像または音声信号を、圧縮の解除されたデジタルの映像また
は音声信号に変換するデジタル回路部と、
　該圧縮の解除されたデジタルの映像または音声信号を、アナログの映像または音声信号
に変換する映像音声出力回路と、
　該アナログの映像または音声信号を、高周波信号に変換するＲＦモジュレータ部と、
　前記チューナ回路部、デジタル復調回路部、デジタル回路部、および映像音声出力回路
に電力を供給する電源部と、を備えた受信装置であって、
　前記チューナ回路部およびＲＦモジュレータ部は、所定の第１基板上に配置されて備え
られている一方、
　前記デジタル復調回路部、電源部、デジタル回路部、および映像音声出力回路は、内層
を有する所定の第２基板上に配置されて備えられており、
　該第２基板の内層には、前記映像音声出力回路から前記ＲＦモジュレータ部に向かって
前記アナログの映像または音声信号を伝送するための伝送路が配置されていることを特徴
とする受信装置。
【請求項２】
　前記第１基板は、
　少なくとも第１辺を有する略平板形状であるとともに、前記第２基板と電気的に接続さ
れるための第１コネクタが、該第１辺に臨むように設けられ、
　前記第２基板は、
　少なくとも第２辺を有する略平板形状であるとともに、前記第１基板と電気的に接続さ
れるための第２コネクタが、該第２辺に臨むように設けられ、
　該第１基板と第２基板は、
　該第１辺と第２辺が対向するように配置されているとともに、
　前記第１コネクタと第２コネクタが接続されることで、互いに電気的に接続されている
ことを特徴とする請求項１に記載の受信装置。
【請求項３】
　前記中間周波数の信号は、
　前記第１コネクタおよび第２コネクタを介して、前記チューナ回路部から前記デジタル
復調回路部に伝送されることを特徴とする請求項２に記載の受信装置。
【請求項４】
　前記第２基板は、３層以上を有する多層基板である一方、
　前記第１基板における層の数は、該第２基板における層の数よりも、少ないことを特徴
とする請求項３に記載の受信装置。
【請求項５】
　前記第１基板は２層基板であり、前記第２基板は４層基板であることを特徴とする請求
項４に記載の受信装置。
【請求項６】
　前記デジタル復調回路部、電源部、デジタル回路部、および映像音声出力回路における
、前記第２基板上における配置態様について、
　前記第２辺からその対辺に向かって、前記デジタル復調回路部、電源部、デジタル回路
部、映像音声出力回路の順に配置されていることを特徴とする請求項２に記載の受信装置
。
【請求項７】
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　前記第１基板および第２基板は、導電性材質で形成されたシャーシで覆われるように設
けられており、
　前記第１基板におけるアースパターンと前記第２基板におけるアースパターンは、共に
該シャーシに接続されることで、互いに電気的に接続されていることを特徴とする請求項
２に記載の受信装置。
【請求項８】
　前記第１基板におけるアースパターンは、アナログ回路のアースとして用いられるもの
である一方、
　前記第２基板におけるアースパターンは、デジタル回路のアースとして用いられるもの
であることを特徴とする請求項７に記載の受信装置。
【請求項９】
　前記各基板におけるアースパターンと前記シャーシとの接続は、はんだ接続（「第１は
んだ接続」とする）によりなされるものであって、
　該第１はんだ接続は、
　該各基板の片側の面でなされることを特徴とする請求項７に記載の受信装置。
【請求項１０】
　前記第１はんだ接続は、
　前記各基板における面のうち、前記シャーシとの距離が小さい方の面においてなされる
ことを特徴とする請求項９に記載の受信装置。
【請求項１１】
　前記第１はんだ接続は、
　各基板の複数の辺にてなされていることを特徴とする請求項９または請求項１０に記載
の受信装置。
【請求項１２】
　前記第１はんだ接続は、
　各基板の全ての辺にてなされていることを特徴とする請求項１１に記載の受信装置。
【請求項１３】
　前記第１コネクタと第２コネクタは、共にジャンパー線とのはんだ接続（「第２はんだ
接続」とする）がなされることにより、互いに接続されており、
　該第２はんだ接続は、
　前記各基板の片側の面でなされることを特徴とする請求項２に記載の受信装置。
【請求項１４】
　前記第１コネクタと第２コネクタは、共にジャンパー線とのはんだ接続（「第２はんだ
接続」とする）がなされることにより、互いに接続されており、
　該第２はんだ接続は、
　前記各基板における面のうち、前記第１はんだ接続がなされている面でなされることを
特徴とする請求項９に記載の受信装置。
【請求項１５】
　外部と信号の入出力を行なうための入出力端子を備えており、
　該入出力端子は、前記第２はんだ接続がなされている面において、前記第２基板にはん
だ接続されていることを特徴とする請求項１４に記載の受信装置。
【請求項１６】
　前記第１基板と第２基板は、略直方体のシャーシ内部に配置されている一方、
　前記チューナ回路部に外部から前記高周波信号を入力させるためのチューナ入力端子、
および前記入出力端子が、それぞれ該シャーシから突出するように備えられており、
　前記シャーシにおける該チューナ入力端子が突出している面と、該入出力端子が突出し
ている面とは、互いに直交していることを特徴とする請求項１５に記載の受信装置。
【請求項１７】
　前記ＲＦモジュレータ部は、
　前記アナログの映像または音声信号を、ＶＨＦ帯の高周波信号に変換することを特徴と
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する請求項１から請求項１６の何れかに記載の受信装置。
【請求項１８】
　前記ＲＦモジュレータ部とチューナ回路部との間には、シールド板が実装されているこ
とを特徴とする請求項１から請求項１７の何れかに記載の受信装置。
【請求項１９】
　デジタルの映像または音声信号に係る放送波を受信する受信部と、
　該デジタルの映像または音声信号を、アナログの映像または音声信号に変換する映像音
声出力回路と、
　前記映像音声出力回路から、所定の伝送路を通じて前記アナログの映像または音声信号
を受取り、高周波信号に変換するＲＦモジュレータ部と、を備え、
　前記映像音声出力回路は、内層を有する基板上に配置されて備えられており、
　前記伝送路は、該内層に配置されていることを特徴とする受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタル放送を受信するデジタル放送受信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、放送波を受信するための受信システムが、広く用いられている。ここでこのよう
な受信システムの一例について、図６を参照しながら説明する。
【０００３】
　本図に示すように受信システム８００は、デジタル放送受信装置５００とアナログ放送
受信装置（例えばＣＲＴ ＴＶ）９００を備えている。またデジタル放送受信装置５００
は、アンテナ６００、チューナ回路部７０１、デジタル復調ＩＣ８０２を有するデジタル
復調回路部８０１、映像音声処理ＩＣ８０４と映像音声処理用メモリ８０５とプログラム
用メモリ８０６を有するデジタル回路部８０３、電源部８０７、映像音声出力回路８０８
、および制御マイコン８０９などを備えている。
【０００４】
　またアナログ放送受信装置９００は、表示処理部９０１、音声処理部９０２、映像音声
入力部９０３、およびアナログ放送チューナ回路部９０４などを備えている。このような
構成により、受信システム５００は以下のように動作する。
【０００５】
　アンテナ６００により受信された放送信号（高周波信号）は、チューナ回路部７０１に
伝送されるとともに所定の周波数で検波され、中間周波数の信号に変換される。この中間
周波数の信号は、デジタル復調回路部８０１のデジタル復調ＩＣ８０２に伝送され、圧縮
されたデジタルの映像・音声信号（放送信号が復調されたもの）に変換される。
【０００６】
　更に、この圧縮されたデジタルの映像・音声信号は、デジタル回路部８０３の映像音声
処理ＩＣ８０４に伝送されて、圧縮が解除（伸張）される。そして伸張されたデジタルの
映像・音声信号は、映像音声処理用メモリ８０５が用いられて、アナログ映像・音声信号
（例えばコンポジット信号、ステレオアナログ音声信号）に変換され、映像音声出力回路
８０８からアナログ放送受信装置９００に出力される。
【０００７】
　またアナログ放送受信装置９００では、受信装置５００側から出力されたコンポジット
信号やステレオアナログ音声信号が、映像音声入力部９０３に伝送される。またアナログ
放送チューナ回路部９０４は、アナログ放送を受信して、該放送の映像信号や音声信号を
映像音声入力部９０３に伝送する。このように映像音声入力部９０３に伝送された信号は
、表示処理部９０１や音声処理部９０２に伝送されることで、映像表示や音声出力が行な
われる。
【０００８】
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　また制御マイコン８０９は、各回路における動作状態などを制御する。また電源部８０
７は、チューナ回路部７０１、デジタル復調ＩＣ８０２、映像音声処理ＩＣ８０４、映像
音声処理用メモリ８０５、およびプログラム用メモリ８０６に接続されており、これらに
駆動電力を供給する。またプログラム用メモリ８０６は、受信装置の制御コード等を保存
する。
【０００９】
　なお特許文献１には、受信した高周波信号をデジタル復調する際、デジタル復調部ノイ
ズの高周波信号入力部への影響を軽減したデジタル放送受信装置が記載されている。また
特許文献２には、ＦＭ復調部とＩ／Ｑコンバータ部を同一筐体内に設けた衛星放送受信用
チューナのコンパクト化を図るとともに、ＦＭ復調部とＩ／Ｑコンバータ部間の相互干渉
を軽減させた衛星放送受信用チューナが記載されている。また特許文献３には、セット機
器への取り付け面積を少なくするため、ＲＦモジュレータ部とチューナ部を同一筐体内に
設けたＲＦモジュレータ部を含む一体型ユニットが掲載されている。
【特許文献１】特開２０００－６８６７３号公報
【特許文献２】特開平１１－３４１３７５号公報
【特許文献３】実開平６－３８３７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　上述したような受信装置においては、映像や音声信号等へのノイズ混入を極力避ける必
要がある。そのため受信装置における各回路の実装においても、極力ノイズ混入が回避さ
れるように配慮される必要がある。特に受信装置の外部から混入するノイズに対しては、
例えばシャーシで覆う構成とすること等により、十分に配慮されることが望ましい。
【００１１】
　またアナログの映像や音声信号を生成して出力する場合においては、かかる信号へノイ
ズが混入することにより、映像や音声が大きく劣化するおそれもある。そのため、このよ
うな事情がある場合には、より一層、ノイズ混入への対策が望まれる。
【００１２】
　そこで本発明は上述の問題点に鑑み、アナログの映像または音声信号を生成するもので
あって、当該信号等へのノイズ混入を極力抑えることが可能となる受信装置の提供を目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するため、本発明に係る受信装置は、圧縮されたデジタルの映像または
音声信号が変調されてなる高周波信号を放送する放送局から、該高周波信号を受信し、所
定の周波数で検波して中間周波数の信号に変換するチューナ回路部と、前記中間周波数の
信号から、前記圧縮されたデジタルの映像または音声信号を抽出するデジタル復調回路部
と、該圧縮されたデジタルの映像または音声信号を、圧縮の解除されたデジタルの映像ま
たは音声信号に変換するデジタル回路部と、該圧縮の解除されたデジタルの映像または音
声信号を、アナログの映像または音声信号に変換する映像音声出力回路と、該アナログの
映像または音声信号を、高周波信号に変換するＲＦモジュレータ部と、前記チューナ回路
部、デジタル復調回路部、デジタル回路部、および映像音声出力回路に電力を供給する電
源部と、を備えた受信装置であって、前記チューナ回路部およびＲＦモジュレータ部は、
所定の第１基板上に配置されて備えられている一方、前記デジタル復調回路部、電源部、
デジタル回路部、および映像音声出力回路は、内層を有する所定の第２基板上に配置され
て備えられており、該第２基板の内層には、前記映像音声出力回路から前記ＲＦモジュレ
ータ部に向かって前記アナログの映像または音声信号を伝送するための伝送路が配置され
ている構成（第１の構成）とする。
【００１４】
　本構成によれば、第１基板および第２基板を、例えば金属性のシャーシ等で覆うように
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することで、受信装置における各回路が外部から受けるノイズを、低減させることが可能
となる。また更に、映像音声出力回路からＲＦモジュレータ部に向かってアナログの映像
または音声信号を伝送するための伝送路は、第２基板の内層に配置されている。そのため
、かかるアナログの映像または音声信号に外部から混入するノイズを、より一層低減させ
ることが可能となる。
【００１５】
　また上記第１の構成において、前記第１基板は、少なくとも第１辺を有する略平板形状
であるとともに、前記第２基板と電気的に接続されるための第１コネクタが、該第１辺に
臨むように設けられ、前記第２基板は、少なくとも第２辺を有する略平板形状であるとと
もに、前記第１基板と電気的に接続されるための第２コネクタが、該第２辺に臨むように
設けられ、該第１基板と第２基板は、該第１辺と第２辺が対向するように配置されている
とともに、前記第１コネクタと第２コネクタが接続されることで、互いに電気的に接続さ
れている構成（第２の構成）としてもよい。
【００１６】
　本構成によれば、第１基板と第２基板をそれぞれ有するものとしながらも、第１コネク
タと第２コネクタが互いに対向する位置に配置されているため、両基板の電気的な接続を
容易に実現することが可能となる。
【００１７】
　また上記第２の構成としてより具体的には、前記中間周波数の信号は、前記第１コネク
タおよび第２コネクタを介して、前記チューナ回路部から前記デジタル復調回路部に伝送
される構成（第３の構成）としてもよい。
【００１８】
　また上記第３の構成として具体的には、前記第２基板は、３層以上を有する多層基板で
ある一方、前記第１基板における層の数は、該第２基板における層の数よりも、少ない構
成（第４の構成）としてもよい。またより具体的には、前記第１基板は２層基板であり、
前記第２基板は４層基板である構成（第５の構成）としてもよい。本構成によれば、両基
板を多層基板とする場合に比べて、コストを削減することが可能となる。
【００１９】
　また上記第２の構成としてより具体的には、前記デジタル復調回路部、電源部、デジタ
ル回路部、および映像音声出力回路における、前記第２基板上における配置態様について
、前記第２辺からその対辺に向かって、前記デジタル復調回路部、電源部、デジタル回路
部、映像音声出力回路の順に配置されている構成（第６の構成）としてもよい。
【００２０】
　また上記第２の構成において、前記第１基板および第２基板は、導電性材質で形成され
たシャーシで覆われるように設けられており、前記第１基板におけるアースパターンと前
記第２基板におけるアースパターンは、共に該シャーシに接続されることで、互いに電気
的に接続されている構成（第７の構成）としてもよい。
【００２１】
　また上記第７の構成において、より具体的には、前記第１基板におけるアースパターン
は、アナログ回路のアースとして用いられるものである一方、前記第２基板におけるアー
スパターンは、デジタル回路のアースとして用いられるものである構成（第８の構成）と
してもよい。
【００２２】
　また上記第７の構成において、前記各基板におけるアースパターンと前記シャーシとの
接続は、はんだ接続（「第１はんだ接続」とする）によりなされるものであって、該第１
はんだ接続は、該各基板の片側の面でなされる構成（第９の構成）としてもよい。
【００２３】
　本構成によれば、受信装置の製造工程において、アースパターンとシャーシとのはんだ
接続を行なう度に基板を裏返す必要がなくなる。そのため、製造工程における工数を削減
することが可能となり、ひいては製造コストの削減が可能となる。



(7) JP 2009-89214 A 2009.4.23

10

20

30

40

50

【００２４】
　また上記第９の構成において、前記第１はんだ接続は、前記各基板における面のうち、
前記シャーシとの距離が小さい方の面においてなされる構成（第１０の構成）としてもよ
い。
【００２５】
　本構成によれば、受信装置の製造工程において、はんだ付け装置や工具がシャーシに接
触する事態を極力回避することが可能となる。そのため、実装工程の効率を向上させるこ
とが可能となり、製造コストの削減が可能となる。
【００２６】
　また上記第９または第１０の構成において、前記第１はんだ接続は、各基板の複数の辺
にてなされている構成（第１１の構成）としてもよい。本構成によれば、アースパターン
とシャーシとの間の接続点が増えるため、両者間のインピーダンスをより小さくすること
が可能となる。
【００２７】
　また上記第１１の構成としてより具体的には、前記第１はんだ接続は、各基板の全ての
辺にてなされている構成（第１２の構成）としてもよい。本構成によれば、アースパター
ンとシャーシとの間の接続点を、広範囲に効率的に設けることが可能となる。
【００２８】
　また上記第２の構成において、前記第１コネクタと第２コネクタは、共にジャンパー線
とのはんだ接続（「第２はんだ接続」とする）がなされることにより、互いに接続されて
おり、該第２はんだ接続は、前記各基板の片側の面でなされる構成（第１３の構成）とし
てもよい。
【００２９】
　本構成によれば、受信装置の製造工程において、ジャンパー線に係るはんだ接続を実行
する度に基板を裏返す必要がなくなる。そのため、製造工程における工数を削減すること
が可能となり、ひいては製造コストの削減が可能となる。
【００３０】
　また上記第９の構成において、前記第１コネクタと第２コネクタは、共にジャンパー線
とのはんだ接続（「第２はんだ接続」とする）がなされることにより、互いに接続されて
おり、該第２はんだ接続は、前記各基板における面のうち、前記第１はんだ接続がなされ
ている面でなされる構成（第１４の構成）としてもよい。
【００３１】
　本構成によれば、受信装置の製造工程において、例えば第１はんだ接続と第２はんだ接
続を同時に実施したり、続けて実施したりする場合に、それぞれのはんだ接続毎に基板を
裏返す必要がなくなる。そのため、製造工程における工数を削減することが可能となり、
ひいては製造コストの削減が可能となる。
【００３２】
　また上記第１４の構成において、外部と信号の入出力を行なうための入出力端子を備え
ており、該入出力端子は、前記第２はんだ接続がなされている面において、前記第２基板
にはんだ接続されている構成（第１５の構成）としてもよい。
【００３３】
　本構成によれば、受信装置の製造工程において、例えば入出力端子に係るはんだ接続と
第２はんだ接続を同時に実施したり、続けて実施したりする場合に、それぞれのはんだ接
続毎に基板を裏返す必要がなくなる。そのため、製造工程における工数を削減することが
可能となり、ひいては製造コストの削減が可能となる。
【００３４】
　また上記第１５の構成において、前記第１基板と第２基板は、略直方体のシャーシ内部
に配置されている一方、前記チューナ回路部に外部から前記高周波信号を入力させるため
のチューナ入力端子、および前記入出力端子が、それぞれ該シャーシから突出するように
備えられており、前記シャーシにおける該チューナ入力端子が突出している面と、該入出
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力端子が突出している面とは、互いに直交している構成（第１６の構成）としてもよい。
【００３５】
　本構成によれば、入出力端子を外部機器に接続させる際、入出力端子の突出部分を折り
曲げるか折り曲げないかを変えることで、受信装置と外部機器との相対的配置状態（受信
装置を外部機器に対して立てて接続するか、或いは寝かせて接続させるか）を変えること
が可能となる。また何れの配置状態としても、チューナ入力端子を側面（受信装置と外部
機器との隣接面を底面とした場合の側面）に維持させることが可能となる。そのため、チ
ューナ入力端子の突出方向を大きく変えることなく、受信装置と外部機器との相対的配置
状態を状況に応じたものとすることが容易となる。
【００３６】
　また上記第１から第１６の何れかの構成において、前記ＲＦモジュレータ部は、前記ア
ナログの映像または音声信号を、ＶＨＦ帯の高周波信号に変換する構成（第１７の構成）
としてもよい。本構成によれば、日本国内の地上波デジタル放送で用いられているＵＨＦ
帯の放送信号を受信するものであっても、当該放送信号と上記の高周波信号が互いに干渉
する事態を極力回避することが可能となる。
【００３７】
　また上記第１から第１７の何れかの構成において、前記ＲＦモジュレータ部とチューナ
回路部との間には、シールド板が実装されている構成（第１８の構成）としてもよい。本
構成によれば、ＲＦモジュレータ部とチューナ回路部とが、互いにノイズを与えあう事態
を極力回避させることが可能となり、双方における性能の劣化を軽減させることが可能と
なる。
【００３８】
　またデジタルの映像または音声信号に係る放送波を受信する受信部と、該デジタルの映
像または音声信号を、アナログの映像または音声信号に変換する映像音声出力回路と、前
記映像音声出力回路から、所定の伝送路を通じて前記アナログの映像または音声信号を受
取り、高周波信号に変換するＲＦモジュレータ部と、を備え、前記映像音声出力回路は、
内層を有する基板上に配置されて備えられており、前記伝送路は、該内層に配置されてい
る構成（第１９の構成）の受信装置であれば、アナログの映像または音声信号に外部から
混入するノイズを、極力低減させることが可能となる。
【発明の効果】
【００３９】
　上述の通り、本発明に係る受信装置によれば、第１基板および第２基板を、例えば金属
性のシャーシ等で覆うようにすることで、受信装置における各回路が外部から受けるノイ
ズを、低減させることが可能となる。また更に、映像音声出力回路からＲＦモジュレータ
部に向かってアナログの映像または音声信号を伝送するための伝送路は、第２基板の内層
に配置されている。そのため、かかるアナログの映像または音声信号に外部から混入する
ノイズを、より一層低減させることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４０】
　本発明の実施の一形態について、デジタル放送波を受信し、映像表示および音声出力を
行なう受信システムを挙げて説明する。
【００４１】
　本実施形態の受信システムの概略的構成を、図１に示す。本図に示すように、受信シス
テム１００は、アンテナ２００、受信装置３００および映像表示装置４００を備えている
。また受信装置３００は、チューナ回路部３０１、デジタル復調回路部３０２、デジタル
回路部３０４、制御マイコン３０８、電源部３０９、ＲＦモジュレータ回路部（ＲＦモジ
ュレータ部）３１０、および映像音声出力回路３１１等を備えている。
【００４２】
　デジタル復調回路部３０２には、デジタル復調ＩＣ３０３が含まれている。またデジタ
ル回路部３０４には、映像音声処理ＩＣ３０５、映像音声処理用メモリ３０６、および受



(9) JP 2009-89214 A 2009.4.23

10

20

30

40

50

信装置３００の制御コード等を保存するプログラム用メモリ３０７が含まれている。また
映像表示装置４００は、表示処理部４０１、音声処理部４０２、およびアナログ放送チュ
ーナ回路部４０３を備えている。
【００４３】
　アンテナ２００は、同軸ケーブルを介してチューナ回路部３０１が有するチューナ入力
端子に接続されている。またチューナ回路部３０１の出力側は、デジタル復調ＩＣ３０３
の入力側に接続され、デジタル復調ＩＣ３０３の出力側は、映像音声処理ＩＣ３０５の入
力側に接続されている。
【００４４】
　また映像音声処理用メモリ３０６、プログラム用メモリ３０７、および映像音声出力回
路３１１は、それぞれ映像音声処理ＩＣ３０５に接続されている。なお映像音声処理ＩＣ
３０５は、チューナ回路部３０１およびデジタル復調ＩＣ３０３を制御するためのシリア
ル制御信号を保有する。またＲＦモジュレータ回路部３１０は、映像音声出力回路３１１
を介して、映像音声処理ＩＣ３０５に接続されている。
【００４５】
　また電源部３０９は、チューナ回路部３０１、デジタル復調ＩＣ３０３、映像音声処理
ＩＣ３０５、映像音声処理用メモリ３０６、プログラム用メモリ３０７、および映像音声
出力回路３１１に接続されており、これらに駆動電力を供給する。なおＲＦモジュレータ
回路部３１０は、映像表示装置４００に接続されている。
【００４６】
　また受信装置３００には、外部機器（特に、映像表示装置４００が想定されている）と
の接続を可能とするための、ピン状のコネクタ３１５が備えられている。このコネクタ３
１５は、受信装置３００内の各回路（チューナ回路部３０１、デジタル復調回路部３０２
、電源部３０９、デジタル回路部３０４、および映像音声出力回路３０８等）に関わる入
出力端子としての役割を果たすものである。コネクタ３１５の配置や構成態様については
、改めて説明する。
【００４７】
　一方、映像表示装置４００は、アナログ放送チューナ回路部４０３、表示処理部４０１
、および音声処理部４０２を有している。アナログ放送チューナ回路部４０３は、受信装
置３００側のＲＦモジュレータ回路部３１０に接続されており、表示処理部４０１および
音声処理部４０２は、アナログ放送チューナ回路部４０３に接続されている。
【００４８】
　次に受信システム１００の動作について、以下に説明する。
【００４９】
　放送局からは、圧縮されたデジタルの映像および音声信号（例えば、デジタルテレビ放
送の番組内容を表す信号）が高周波信号として放送されている。この高周波信号は、アン
テナ２００を通じて受信され、チューナ回路部３０１に伝送される。高周波信号は、チュ
ーナ回路部３０１において、所定の周波数で検波されて、中間周波数の信号に変換される
。
【００５０】
　この中間周波数の信号は、後述する第１のコネクタ５０３、ジャンパー５１０、および
第２のコネクタ５０４を介して、デジタル復調回路部３０２のデジタル復調ＩＣ３０３に
入力される。デジタル復調ＩＣ３０３は、この中間周波数の信号から、先述した圧縮され
たデジタルの映像および音声信号を抽出する。そしてこの圧縮されたデジタルの映像およ
び音声信号は、映像音声処理ＩＣ３０５に伝送され、映像音声処理用メモリ３０６が用い
られて、圧縮が解除（復調）されたデジタルの映像および音声信号に変換される。
【００５１】
　そしてこの圧縮が解除されたデジタルの映像および音声信号は、映像音声出力回路３１
１によってアナログの映像および音声信号に変換され、アンプ（増幅）される。その後、
このアナログの映像および音声信号は、ＲＦモジュレータ回路部３１０によってＶＨＦ帯
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の高周波信号（ＲＦ信号）に変調される。
【００５２】
　この高周波信号は、映像表示装置４００側のアナログ放送チューナ回路部４０３に伝送
される。そして表示処理部４０１は、この高周波信号に含まれている映像信号に基づいて
映像表示を実行し、また音声処理部４０２は、この高周波信号に含まれている音声信号に
基づいて音声出力を実行する。
【００５３】
　以上に説明した一連の処理により、受信システム１００は、受信された圧縮されたデジ
タルの映像および音声信号に基づいて、映像表示および音声出力を実行することが可能と
なっている。またアナログ放送チューナ回路部４０３は、別途、アナログ放送の信号（ア
ナログの映像および音声信号）を受信することも可能となっており、表示処理部４０１お
よび音声処理部４０２は、このアナログの映像および音声信号に基づいた映像表示および
音声処理部を行なうことも可能となっている。
【００５４】
　次に受信装置３００の実装状態について、以下に説明する。
【００５５】
　受信装置３００の実装状態を示す図として、一方の面（表面）から見たものを図２に、
他方の面（裏面）から見たものを図３に示す。本図に示すように受信装置３００は、各種
回路が搭載された第１の基板５００と第２の基板５０１を有しており、これらの基板が金
属製（導電性）で略直方体形状のシャーシ５０７に覆われる構成となっている。なお何れ
の基板も平板状（実装面が長方形）であり、互いの基板の所定の辺同士が向かい合うよう
に、配置されている。
【００５６】
　また第１の基板５００には、チューナ回路部３０１とＲＦモジュレータ回路部３１０が
配置されており、第２基板５０１には、デジタル復調回路部３０２、デジタル回路部３０
４、電源部３０９、および映像音声出力回路３１１が配置されている。そして第１の基板
５００に配置されている各回路と第２の基板５０１に配置されている各回路とは、第１の
シールド板５０８によって互いに分離されている。なお第２の基板５０１におけるより具
体的な配置態様としては、第１の基板５００と隣接する辺（図２における左側の辺）の側
から、第２のコネクタ５０４、デジタル復調回路部３０２、電源部３０９、デジタル回路
部３０４、映像音声出力回路３１１の順に配置されている。
【００５７】
　チューナ入力端子５０２は、シャーシ５０７の枠部であって第２の基板に隣接しない側
（図２の左側）に、シャーシ５０７から外向きへ垂直に突出するよう取り付けられており
、第１の基板５００上に配置されたチューナ回路部３０１に電気的に接続されている。ま
た、第１の基板５００は、シャーシ５０７に取り付けられており、チューナ回路部３０１
のアナログアースパターンはシャーシ５０７に電気的に接続されている。また、第１の基
板５００において、チューナ入力端子５０２が取り付けられている辺と反対側の辺、つま
り第２の基板５０１と対向している辺に臨むように、第２の基板５０１側との接続を実現
するための第１のコネクタ５０３が配置されている。
【００５８】
　なおシャーシ５０７は、第１の基板５００と第２の基板５０１の表側の面に対向するよ
うに第１のフタが、同じく両基板の裏側の面に対向するように第２のフタが、それぞれ配
置され、また第１のフタと第２のフタとの間においては、第１の基板５００と第２の基板
５０１を４枚の側壁で囲むように、枠部を有する構成となっている。これにより、第１の
基板５００と第２の基板５０１は、第１のフタと第２のフタを両底面とし枠部を側面とす
る、略直方体のシャーシ５０７の内部に収まる（端子の突出等は除く）態様となる。
【００５９】
　ＲＦ出力端子５１４は、チューナ入力端子５０２と同様、シャーシ５０７の枠部であっ
て第２の基板に隣接しない側から、外向きに垂直に突出するよう取り付けられており、第
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１の基板５００上に配置されたＲＦモジュレータ回路部３１０に電気的に接続されている
。また、ＲＦモジュレータ回路部３１０のアナログアースパターンはシャーシ５０７に電
気的に接続されている。また、チューナ回路部３０１とＲＦモジュレータ回路部３１０と
は、第３のシールド板５１５によって互いに分離されている。
【００６０】
　また第２の基板において、第１の基板５００と対向している辺に臨むように、第２のコ
ネクタ５０４が配置されている。そして第１のコネクタ５０３と第２のコネクタ５０４は
、互いにジャンパー５１０によって接続されている。そのため、第１の基板５００と第２
の基板５０１との接続を実現するための端子を、シャーシ５０７の外部に出す必要は無い
ものとなっている。これらのコネクタ（５０３、５０４）を介して、第１基板５００側か
ら第２基板５０１側への中間周波数の信号の伝送や、第２基板５０１側から第１基板５０
０側へのアナログの映像および音声信号の伝送などがなされる。
【００６１】
　また第２の基板５０１としては内層を有する多層基板が用いられており、デジタル回路
部３０４の映像音声処理ＩＣ３０５と映像音声処理用メモリ３０６とを接続する配線が、
内層パターン配置されている。一方で第１の基板５００は、数十以上の多数のピンを持つ
ＩＣが搭載されておらず、第２の基板５０１に比べ少ない層数とすることが可能となって
いる。なお本実施形態の受信装置３００では、第１の基板５００は２層基板であり、第２
の基板５０１は４層基板となっている。
【００６２】
　また第２の基板５０１において、映像音声出力回路３１１からＲＦモジュレータ回路部
３１０へ向かって映像および音声信号を伝送するための配線（特に、映像音声出力回路３
１１と第２のコネクタ５０４を結ぶ配線）は、内層パターンにて配置されている。なお、
第１の基板５００における回路と第２の基板５０１における回路を接続するジャンパー５
１０の配列としては、第１の基板５００側から第２の基板５０１側に向けて信号を伝送す
る配線と、第２の基板５０１側から第１の基板５００側に向けて信号を伝送する配線との
間に極力距離を設けられていることが好ましい。また、同じくこれらの配線同士の間に、
アース接続するための配線が挿入されていることも好ましい。このようになっていること
で、両配線を通る信号同士が混信したり、影響を及ぼし合ったりすることを極力回避する
ことができる。
【００６３】
　また、第２の基板５０１のデジタル復調回路部３０２、デジタル回路部３０４のデジタ
ルアースパターンはシャーシ５０７に電気的に接続されている。また第２の基板５０１に
おいては、デジタル復調回路部３０２とその他の回路（デジタル回路部３０４、電源部３
０９、および映像音声出力回路３１１）とは、第２のシールド板５０９によって互いに分
離されている。
【００６４】
　第１の基板５００および第２の基板５０１のアースパターンとシャーシ５０７との接続
は全て基板の片側の面（裏面）において、複数箇所のはんだ接続５２０～５２７によって
行われている。より具体的には、各基板（５００、５０１）の全ての辺において行なわれ
ている。また、第１のコネクタ５０３と第２のコネクタ５０４を接続するジャンパー５１
０は、すべて基板の裏面側において、各コネクタ（５０３、５０４）にはんだ付けされる
ことにより設けられている。
【００６５】
　このように、何れのはんだ接続も基板の片側の面（ここでは裏側の面）でなされている
ため、製造工程において、例えば各はんだ接続が同時にあるいは続いて行なわれる場合、
はんだ接続の度に基板を裏返す必要性がなくなる。なお各基板（５００、５０１）の実装
面（表側の面と裏側の面）と、シャーシ（実装面を覆う部分）との距離は、裏側の面のも
の方が、表側の面のものよりも小さくなっている。つまり裏側の方が、シャーシ側面の高
さが低くなっている。そのためはんだ付け工程では、はんだ接続が裏側の面でなされるこ
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とで、表側の面でなされる場合に比べ、はんだ付け装置や工具がシャーシ側面に接触する
可能性を小さくことが可能となっている。
【００６６】
　また、第２の基板５０１の一辺であって、第２のコネクタが配置されている辺と直交す
る辺（図２の上側の辺）には、この辺から外向きへ垂直に突出するように、第３のコネク
タ５０５（上述したコネクタ３１５に相当するもの）が配置されている。つまり第３のコ
ネクタ５０５は、チューナ入力端子５０２の軸に対して、直交する方向（Ｌ字となる方向
）に突出していることになる。
【００６７】
　この第３のコネクタ５０５は、シャーシ５０７の外部にまで突出しており、第１の基板
５００や第２の基板に設けられている各回路を、映像表示装置４００などの外部装置に接
続可能としている。つまりチューナ入力端子５０２と第３のコネクタ５０５は、それぞれ
略直方体であるシャーシ５０７から突出するように備えられており、シャーシ５０７にお
けるチューナ入力端子５０２が突出している面と、第３のコネクタ５０５が突出している
面とは、互いに直交していることになる。また第３のコネクタ５０５は、可塑性の導電性
材質で形成されており、外力を加えて折り曲げることが可能となっている。
【００６８】
　第３のコネクタ５０５がこのように配置および構成されていることで、受信装置１００
と映像表示装置４００との接続態様を、より状況に応じたものとすることが可能となって
いる。より具体的には、第３のコネクタ５０５を折り曲げないようにすることで、図４に
示すように、映像表示装置４００に対して受信装置１００を立てて接続させることが可能
となる。一方、第３のコネクタ５０５を直角に折り曲げることで、図５に示すように、映
像表示装置４００に対して受信装置を寝かせて接続させることが可能となる。
【００６９】
　つまり、受信装置３００における部品レイアウト等の設計変更を伴わずに、ピン状の第
３のコネクタ５０５を折り曲げるだけで、両方の接続態様に対応することが可能となって
いる。なお、第３のコネクタ５０５と第２の基板５０１との接続は、該基板の裏面側にお
ける、はんだ接続によってなされている。
【００７０】
　なお日本国内における地上波デジタル放送にはＵＨＦ帯が用いられているため、ＲＦモ
ジュレータ部３１０にてアナログの映像および音声信号を高周波に変換させるにあたって
は、ＵＨＦ帯以外の高周波に変換させることが好ましい。そこで本実施形態では、当該ア
ナログの映像および音声信号を、ＶＨＦ帯の高周波に変換させることとしている。このよ
うにしておくことで、ＲＦモジュレータ回路部３１０で生成されるＲＦ出力信号が、チュ
ーナ回路部３０１にて受信されるデジタル放送信号に影響を与えることを、極力抑制する
ことが可能となる。
【００７１】
　また本実施形態では、受信装置１００から映像表示装置４００への映像および音声信号
の出力として、コンポジット信号やステレオアナログ信号が用いられていない。そのため
、アナログ放送チューナ回路部４０３においては、アナログ放送受信ＴＶのコンポジット
信号やステレオアナログ信号に係る端子が占有されることなく、デジタル放送に係る映像
や音声信号を受けることが可能である。
【００７２】
　なお、例えばアナログ放送が停止されてデジタル放送のみとなった場合には、アナログ
放送受信用のアンテナ入力端子が不要になるため、このアンテナ入力端子をデジタル放送
に係る音声入力端子等として使用することが可能となる。
【００７３】
　以上の通り本発明の一実施形態について説明したが、本発明の実施態様はこの内容に限
定されるものではなく、本発明の主旨を逸脱しない限り、種々の改変を加えることが可能
である。
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【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】本発明の実施形態に係る受信システムのブロック図である。
【図２】本発明の実施形態に係る受信装置の表側の面における構成図である。
【図３】本発明の実施形態に係る受信装置の裏側の面における構成図である。
【図４】受信装置を映像表示装置に対して立てて接続した状態の説明図である。
【図５】受信装置を映像表示装置に対して寝かせて接続した状態の説明図である。
【図６】従来の受信システムに係るブロック図である。
【符号の説明】
【００７５】
　　１００　　受信システム
　　２００　　アンテナ
　　３０１　　チューナ回路部
　　３０２　　デジタル復調回路部
　　３０３　　デジタル復調ＩＣ
　　３０４　　デジタル回路部
　　３０５　　映像音声処理ＩＣ
　　３０６　　映像音声処理用メモリ
　　３０７　　プログラム用メモリ
　　３０８　　制御マイコン
　　３０９　　電源部
　　３１０　　ＲＦモジュレータ回路部
　　３１１　　映像音声出力回路部
　　４００　　映像表示装置
　　４０１　　表示処理部
　　４０２　　音声処理部
　　４０３　　アナログ放送チューナ回路部
　　５００　　第１の基板
　　５０１　　第２の基板
　　５０２　　チューナ入力端子
　　５０３　　第１のコネクタ
　　５０４　　第２のコネクタ
　　５０５　　第３のコネクタ（入出力端子）
　　５０７　　シャーシ
　　５０８　　第１のシールド板
　　５０９　　第２のシールド板
　　５１０　　ジャンパー（ジャンパー線）
　　５１４　　ＲＦ出力端子
　　５２０～５２７　　はんだ接続
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